
　　　　

R6 年 9 月 30 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・夏祭り（はやぶさ祭）（5月または8月）　　　　　・季節の行事（スイカ割り、ミニ運動会）
・クリスマス会（12月）　　　　　　　　　　　　　・交通安全（6月、2月）
・防災訓練（6月、12月）　　　　　　　　　　　 　・お別れ会（3月）

（別添資料１）

家族支援
・活動場面の見学と参加、解説
・相談対応（事業所内・家庭内・ZOOM）

移行支援
・進学や保育所や幼稚園との併行利用など、本児の生活環境の向上のための移行支援を行
います。その際は、学校、保育所、幼稚園等と連携し、調整と情報交換等を行い、本児が
円滑に移行できるよう支援します。

地域支援・地域連携
・園児が在籍する園行事への訪問
・公共施設（公園など）での地域の児童との交流

職員の質の向上
・毎日のフィードバック（活動の振り返りや各専門職の意見交換）
・月1度の施設内研修　・市や発達支援センターの開催する研修への参加
・外部研修への参加と資格取得の推進（全職員）

支　援　内　容

・お箸やスプーン操作獲得やトイレトレーニングにて排泄動作の自立、衣類の着脱（みなしだみ）動作の獲得など、自立し、健康的な生活を送るための支援を行います。
また、手洗いや消毒など感染防止に関する支援も行います。
・児童が身の回りの事に自ら取り組むことができるよう、それぞれの児童の特性や現状に合わせた支援を行います。

・室内での活動や野外活動で身体を動かし、姿勢保持に必要な筋力の強化（維持）を図ります。
・運動や動作が困難な場合は、身体移動の補助等を行い、日常生活に必要な基本的動作の獲得に向け、支援を行っていきます。
・リズム遊びや工作、折り紙、感触遊びなどを通して、視覚、聴覚及び触覚、固有受容覚、前庭覚などの感覚遊びを行います。

本
人
支
援

・その日の活動について、表やスケジュールシートなど視覚的な技法を用いて、本児が入ってくる情報を適切に処理できるよう支援します。
・集団生活において、時計の読み取りを通じた時間管理・さまざまなタイマーなどを用いた場面の切り替えなど、ルールの理解や社会的規範を獲得するための支援を行います。
・色遊びや、物の分類遊び、プリント課題を通した視知覚課題など、学習に必要な能力の習得支援を行っています。

・言葉や文字（読み書き）を用いて、自分の考えや思いを言語で表出できる（伝えられる）よう支援します。
・不適切な言葉や表現方法に対しては、人やその場に応じた適切な取扱いができるよう、本児が理解できる方法で時間をかけて支援します。
・言葉のほか、指差し、身振りサイン、その他のコミュニケーション手段などを用いて意思表出のための支援を行います。
・発音の不明瞭さ・吃音に対しては、言語聴覚士による構音訓練・吃音訓練などを通して会話明瞭度の改善に繋げられるよう支援します。

・小集団規模（5～10人程度）の活動を提供し、模倣（まね）から遊び（ごっこなどの象徴遊び）へ、１人遊びから協同遊びへと移行を促し、役割やルールなど社会生活に必要な発達支援を行います。
・感情が不安定になったり、他児からの働きかけを受け止められない状況の際は、児童が安心して過ごせる環境（クールタイムを設けるなど）を構築し、安心して過ごせる場づくりのための支援を行います。

支援方針

【専門的な支援】
適切に個々に合わせた評価を行っています。(WISC-V、J-MAP、LCスケール、視知覚検査など)また、それに基づく適切な支援を常勤の専門職（理学療法士、言語聴覚士、公認心理師)が提供していきます。
【ニーズに合わせた支援】
一人ひとりの発達の状態や特性に応じて、小集団療育・個別療育を実施しています。また保育所等訪問支援ではこども園や小学校の先生方と連携を図り、集団生活での支援方法を提案していきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
「成功体験は子どもたちを成長させる！」
私たちは、はやぶさ（鳥）のように、行動力を持ち、様々なことに挑戦し、それぞれの置かれている環境で自分らしく成長するように、支援してまいります。はやぶさ（衛星）のように、諦めないで自分の力を精一杯出しき
り、仲間作りができるように支援してまいります。

事業所名 はやぶさ 作成日支援プログラム


